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グリーンインフラの社会実装
－その機能と価値観を実感させる⼿⽴て－

村 上 暁 信
⽇本学術会議連携会員
筑波⼤学システム情報系教授

SIP グリンインフラ研究プロジェクト

https://sip-gi-project.org/

youtube動画による発信

「グリーンインフラとは，⾃然の多様な機能
を活⽤した社会資本であり，将来にわたり持
続可能で魅⼒ある国⼟・都市・地域づくり及
びウェルビーイング向上に貢献するもの。こ
れは，⼈と⾃然の関わりから形成されるもの
であり，戦略的な計画，持続的な維持管理，
幅広いステークホルダーの参画などを通じて
より⼤きな効果の発現が期待できる。 」

グリーンインフラの整備は進んでいるのか︖  ２つのグリーンインフラ

厚別公園

＜「雨水浸透型」
花壇のしくみ＞

札幌市における「⾬⽔浸透型花壇」の整備

＊植栽による修景
と，粒度の異な

る砕石層による
浸透機能

グリーンインフラの機能
• グリーンインフラ A （Green-driven GI）

グリーンからの発想
 グリーンの機能の評価 → 機能の最⼤化

• グリーンインフラ B （Infra-driven GI）
インフラからの発想

 ⼈間社会にとって必要なモノ，状態の同定
→ 実現に向けたツールとしてのグリーン整備

 グリーンがツールとして適しているなら活⽤
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街区の緑被率とヒートアイランド強度緑は役に⽴っているのか︖
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インフラとしての機能を発揮できていない。
「グリーン」を「グリーンインフラたらし
める」ためには新たな誘導策が必要

（現況（緑がある状態）
での計算結果）

（緑を除いた状態での計
算結果）

＝ 緑のヒートアイラン
ド緩和効果
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街区内の緑被率（％)

緑なし

現況（緑有）

東京都・南⻘⼭

街区の緑被率とヒートアイランド緩和
効果の間に相関はない

機能発揮（ポテンシャル）とニーズから評
価し計画に展開する必要

緑化義務により都⼼の⺠有地に創出された緑

都市計画マスタープラン
での緑化に関する記述

緑化率と容積割増

条例による緑化義務

⼿段の⽬的化

「グリーン」を「グリーンインフラたらしめる」必要

そのためには「効⽤」に基づく計画策定，
それを⽀える制度が必要

現状 緑化した場合

ニーズマップ
（歩⾏のヒートマップ）

ポテンシャルマップ
（緑の効果ヒートマップ）

ニーズ ＝ 屋外利用者の熱中症被害最小化

ポテンシャルとニーズ

効⽤を検討するためのツール，ツールを⽤いた評価結果をもとに
⽬標検討，計画策定，制度への展開，実際の整備 が必要

緑は役に⽴っているのか︖

⼩ ←⽇射遮蔽効率→ ⼤

役に⽴ってない
樹⽊

役に⽴ってる
樹⽊
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Infra-driven GIをどう増やすか  グリーンをインフラたらしめる

平成27年9⽉関東・東北豪⾬
常総市災害記録

環境を⽀える⼀⽅で，劣化が進む農業インフラ

⼈⼝減少，⾼齢化の中で劣化が進む農業インフラ
の管理を地域環境保全の視点から評価する必要 2019 （ミスト） 2020 （ミスト＋芝⽣化）

Infra-driven GIをどう増やすか  “知る”，“体感する”

MSP シミュレーションを⽤いた環境評価
Infra-driven GIをどう増やすか  ⽬的・機能の要求⽔準決定の難しさ
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意識調査

⼈流データによる空間利⽤調査，利⽤者意識
アンケート調査，売上動向調査など，多⾓的
に効果を分析

丸の内仲通りの恒常的な
屋外広場空間化に90%が，
道路への屋外店舗客席の
拡⼤に93%が賛成と回答。
（来訪者アンケート） （TOKYO OASIS利⽤者アンケート）

売上動向調査
屋外客席を拡⼤した飲⾷店
舗では取組前の前⽉に⽐べ
て売上が増加。
店舗A：売上224%
店舗B：売上119%

⼈流データ解析

Infra-driven GIをどう増やすか  ⽬的・機能の要求⽔準決定の難しさ Infra-driven GIをどう増やすか

Infra-driven GIをどう増やすか  ウェルビーイング

場所によって性能，価値が変化する
公平なルール適⽤，⾏政サービスの提供が求められる⾃治体には対応が難しい
地域ごと，場所ごとに対応する必要性
科学的な性能，価値の評価を可能にするツールが必要

適切な維持管理が必要
グリーンインフラの価値を⾼める適切な維持管理⽅法の提⽰が必要
管理を担う主体が必要
管理の継続を担保する資⾦が必要

しかし，グリーンインフラの効⽤や暮らしの関係を知ることで地域愛着の醸成に繋がることも

そもそも場所によって⽬標が異なる
わかりやすい⽬標も存在するが，地域がどうなるべきかを⾒極めるには時間がかかる
可視化した情報をもとに，地域で議論を重ねる必要がある
インクリメンタルな取り組みの継続が必要

第三者機関を核として，地域地域で官⺠学連携により環境を創造していく必要

Infra-driven GIをどう増やすか
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LMC の設⽴ （ランドスケープ・マネジメント・センター）
LMCの活動構想

将来ビジョン作成

教育・研究活動
市⺠向けの学習プログラムの企画・運営（ランドスケー
プスクール）

実証実験・事業創出
⺠間企業と連携した地域連携⽀援
地域の課題をベースとしたリビングラボの企画運営

空間デザイン＋マネジメント
公共空間・公共施設の開発に関わる調整，アドバイス
⺠間開発に係る助⾔・⽀援
啓発活動

• 地域環境の評価（優先度点数付け）
• ルール作り
• 開発時のオンサイトでの保全⽅法アドバイス
• 表⼟保全のアドバイス
• バンクでの維持管理による価値向上の評価
• 地域と連携した維持管理の実践
• 認証取得のためのアドバイス
• GIを活⽤したイベント開催

Infra-driven GIをどう増やすか

LMC◯ の設⽴ （ランドスケープ・マネジメント・センター）
LMC◯の活動構想

将来ビジョン作成

教育・研究活動
市⺠向けの学習プログラムの企画・運営（ランドスケー
プスクール）

実証実験・事業創出
⺠間企業と連携した地域連携⽀援
地域の課題をベースとしたリビングラボの企画運営

空間デザイン＋マネジメント
公共空間・公共施設の開発に関わる調整，アドバイス
⺠間開発に係る助⾔・⽀援
啓発活動

• 地域環境の評価（優先度点数付け）
• ルール作り
• 開発時のオンサイトでの保全⽅法アドバイス
• 表⼟保全のアドバイス
• バンクでの維持管理による価値向上の評価
• 地域と連携した維持管理の実践
• 認証取得のためのアドバイス
• GIを活⽤したイベント開催

Infra-driven GIをどう増やすか




